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SEMI E134-0310 
データ収集管理の仕様 

 

 
本スタンダードは，global Information & Control Committee で技術的に承認されている。現版は 2009 年 12 月 16

年 2 月に www.semi.org で入手可能と

なる。初版は 2004 年 7 月発行，前版は 2009 年 7 月に発行された。 
 

 SEMI E134 は，SEMI E134.1 の改訂を反映して，0310 の出版サイクルで更新された。 
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1  目的 

1.1  本仕様では，装置によって自動化された方法あるいは消費者によって特に要求さ

取得消費者がプロセスデータや操作データを装置と通

れた方法により，データ

信する方法について説明する。それには，関連データをグ

プに整理することにより多数のデータソースをより直接的に有効にしたり，無効にして，消費者がその目的に

トレースデータを取得

管理するために装置が

義する。 

動を有限状態マシンの形態で定義する。また，

の消費者によってサポ

ンタフェースとして定義される。 

ライヤ定義の判定基準

2.4  本仕様では，消費者がデータ収集プランの外部にある装置からデータを要求する特別なオンデマンドの

を作成する方法を定義する。 

いない。このスタンダ

，また使用前に法規制

を定義するものではな

れるものと仮定する。そ

 

用されるメカニズムを定

義される標準の権限を

って完全に指定しなけ

様は，本仕様で定義するイベントを受信すべき消費者を見つける方法を決定するために使用される

メカニズムを定義するものではない。装置は，要求を発行できる任意の消費者と通信コンテキストを確立しており，

を送信するために必要な任意のコンテキストを提供しているものと仮定される。そのよう

の任意の実装マッピングによって完全に指定しなければならない。 

ゴリズムや経験則を定義するもので

はない。そのような手法は，装置内部のハードウェアおよびソフトウェアの構造に固有のものであって，装置の各ク

ラスおよび／またはモデルに固有のものである可能性が非常に高い。そのような条件は検出可能であって，装置

を構成するシステムのどれが影響を受けるかを特定できるものと仮定される。 

3.1.5  本仕様は，抽象モデルにすぎない。本仕様を実装技術にマッピングするためには，付属の仕様を作成し

なければならない。 

4  参照スタンダードおよび文書 

4.1  SEMIスタンダード 

SEMI E30 — Generic Model for Communications and Control of Manufacturing Equipment (GEM) 

ルー

従って関連データをグループに整理できるための仕組みが含まれる。 

2  範囲 

2.1  本仕様では，名称付きデータ収集プランを使用した半導体装置のイベント，例外，

する手段を提供する。本仕様では，データ収集プランのタスク，その内容の意味，それらを

サポートすべきインタフェースを形成するものを定

2.2  本仕様では，データ収集プランの実行に関連付けられる挙

データ収集プラン実行の結果として生成されるデータの形式も，データ収集プランの出力

ートしなければならないイ

2.3  本仕様では，データ取得も含め，装置の動作の組み合わせによって装置がサプ

未満で実行するようになる場合について，装置が消費者に通知する方法を定義する。 

要求

注意： このスタンダードはその使用に関連したすべての安全問題を取り扱うことを意図して

ードの使用者は，その責任において，適切な安全および健康上実施すべき事柄を確立し

やその他の制限への適用性を判断するものである。 

3  制限 

3.1  抽象モデル 

3.1.1  本仕様は，ソース，パラメータ，イベント，例外の名称付けや識別のための表記法

い。本文書では，そのようなすべてのエンティティは独立に識別でき，テキストとして表現さ

のような表記法は，本仕様の任意の実装マッピングによって完全に指定しなければならない。

3.1.2  本仕様は，消費者を識別あるいは認証する，あるいは権限を強制するために使

義するものではない。消費者はテキストの値によって一意に識別でき，装置は本文書で定

強制できるものと仮定される。そのようなメカニズムは，本仕様の任意の実装マッピングによ

ればならない。 

3.1.3  本仕

それらの消費者にイベント

なメカニズムは，本仕様

3.1.4  本仕様は，装置の動作性能の低下を検出するために使用されるアル
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SEMI E40 — Standard for Processing Management 

ent 

fication for Equipment Self Description (EqSD) 

formation Technology – Open Systems Interconnection – Remote Procedure Call (RPC) 

hange Formats – Information Interchange – Representation of Dates and 

 OMGスタンダード 2 

nified Modeling Language, v1.4 

1.1 この仕様内で使用される多くの略語および頭字語の説明は，SEMIのホームページhttp://www.semi.org/ 
能な SEMI Compilation of Termsに記載されている可能性がある。ほとんどの場合，これらの用語はこの

ta Collection Plan） — データ収集プラン 

/www.semi.org/ で入手

んどの場合，これらの用語はこの項には

定義が記載されている。

の定義に準拠している。必要に応じて，この項を参照すること。 

。 

2.4  ncy） — ひとつまたは複数のデータ値の収集が実行されるレート。これは，装

い。 

5.2.5  データソース（data source） — 別の装置のエンティティとは独立にデータを提供できる装置と関連付けら

れる物理的エンティティまたは論理的エンティティ。 

の装置のエンティティとは独立にイベントを生成できる装置と関連付け

5.2.7  例外ソース（exception source） — 別の装置のエンティティとは独立に例外を生成できる装置と関連付けら

れる物理的エンティティまたは論理的エンティティ。 

5.2.8  パラメータソース（parameter source） — 別のソースとは独立してパラメータを提供できる装置と関連付けら

れる物理的エンティティまたは論理的エンティティ。この用語は，「データソース」と交互に使用してよい。 

                                                          

SEMI E94 — Specification for Control Job Managem

SEMI E125 — Speci

SEMI E138 — XML Semiconductor Common Components 

4.2  ISOスタンダード 1 

ISO 11578:1996 — In

ISO 8601 — Data Elements and Interc
Times 

4.3 

OMG 01-09-67 — U

注意： 別途指示のない場合，引用されたすべての文書は最新の出版バージョンである。 

5  用語 

5.1  略語および頭字語 

5.  
で入手可

項には記載されていない。 

5.1.2  DCP（Da

5.1.3  UML（Unified Modeling Language） — 統一モデリング言語 

5.2  定義 

5.2.1  この仕様内で使用される多くの用語の定義と説明は，SEMIのホームページ http:/
可能なSEMI Compilation of Termsに記載されている可能性がある。ほと

記載されていない。 

5.2.2  関連情報 2 の§R2-1 には，UMLスタンダードから直接とったUML用語の有用な

本文書で使用されるUML用語は，これら

5.2.3  収集結果（collection result） — トレースデータ収集中に得られたデータ値の集合

5. 収集頻度（collection freque
置がそのコンポーネントからこれらのデータを内部的にサンプリングする頻度と同じではな

5.2.6  イベントソース（event source） — 別
られる物理的エンティティまたは論理的エンティティ。 

 
 
1  International Organization for Standardization, ISO Central Secretariat, 1 rue de Varembé, Case postale 56, CH-1211 Geneva 20, Switzerland. 
Telephone: 41.22.749.01.11; Fax: 41.22.733.34.30; http://www.iso.ch 

2  Object Management Group, Inc., 250 First Ave. Suite 100, Needham, MA 02494, USA; Telephone: 781.444.0404; Fax:781.444.0320; 
http://www.omg.org 
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5.2.9  ソースID（source id） — 可能なソースの中から情報の特定の発生元や生成元を一意に識別する名前や

のトークン。 

表記法

，「タイプ」あるいはクラ

語を相互に使用してUMLクラスを参照する。 

るデータ収集を管理す

任意のソフトウェアエンティティを参照する。 

して装置によって提供

て変更したり削除

細については，¶11.1.2.1 を参照すること。 

告，バッファリング，送信（Reporting, Buffering, Sending） — 本仕様では，「報告」という用語を使用して

ファリング」という用語を

。「送信」という用語を使用して報

のクラスおよびシーケン

uage）の表記法を利用する。 

を使用する。 

可を付与する抽象的な

のステ スは，動作およびその意味のコレクションを定義する。これらのクラ

スの実装が指定されている場合は，その提供は装置およびその消費者の責任である。 

 <<enumeration>> — この ステレオタイプのクラスは，そのクラスのインスタンスによって仮定される個別の値の

有限のセットを持つデータタイプを識別する。 

6.2.2  UMLの関連付け — クラス間のUMLでの関連付けを実現するために使用されるメカニズムは，実装に依

存する。本文書では，本質的に抽象を扱い，そのようなメカニズムを指定したり，示唆したりしない。本仕様の実装

を提供する関連スタンダードには，本文書で示すUMLの関連付けを表現するために使用されるメカニズムが記述

されていなければならない。 

その他

6   

6.1  用語 

6.1.1  クラス，データタイプ，ステレオタイプ名 — 本仕様では，「クラス」，「データタイプ」

スステレオタイプ名という用

6.1.2  消費者（Consumer） — 本仕様では，「消費者」という用語を使用して，装置に関す

るためにDataCollectionManagerインタフェースを使用する

6.1.3  ビルトインDCP（Built-in DCP） — 本仕様では，「ビルトイン」DCPという用語を使用

される定義済みDCPを参照する。ビルトインDCPは消費者によって起動できるが，消費者によっ

したりすることはできない。詳

6.1.4  報
イベント，例外，トレースデータ値を収集し，後で消費者に送信する動作を参照する。「バッ

使用してデータ報告を送信する前に何らかの時間だけ保存する動作を参照する

告を消費者に送る動作を参照する。 

6.2  表記法 

6.2.1  統一モデリング言語（Unified Modeling Language）の表記法 — 本仕様のすべて

スダイアグラムでは，統一モデリング言語（UML: Unified Modeling Lang

6.2.1.1  UMLのステレオタイプ — 本仕様では，クラスダイアグラム内で次のステレオタイプ

 <<privilege>> — このステレオタイプのクラスは，消費者に活動や動作を実行する許

権限の概念を識別する。 

 <<interface>> — こ レオタイプのクラ

Class2Class1

1 roleName10..*

1..*

roleName2

1

{XOR}

{ordered}

Class31

roleName3 1

1

roleName4 1

 
図 1 

関連付けの表記 
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6.2.3  関連付けの表記 — 本文書では，関連付けを指定するすべてのクラスダイアグラ

ダイヤモンド修飾，役割名，端

ムにおいて，UML集合

部多重度，誘導可能性を使用する。表記を単純化するために未修飾の関連付けは

詳細については，UML 

ンド修飾は，ターゲットクラスのイン 共有できることを示す。ク

とを示す。集合

UML 1.4 の仕様書の¶

6.2.3.2  ダイアグラムによって該当する場合は，UMLの「順序付き」あるいは「XOR」の制約を使用することがある。

であることを

示し，ダイアグラムのサポートテキストに記 4 の仕様書の¶3.43.2.2 を参照する

は，関連付けクラスの任意のインスタンスについて，可能な多くの関連付けの内，一時にひ

作成できることを示す。詳細については，UML 1.4 の仕様書の¶3.42.5.1 を参照すること。 

6.2.4  関連表  — 次の表に，本仕様で定義さ るクラス間の関連付けの一覧を記述し，説明するために使用さ

れる表の例を示す。 

使用しない。すべての役割名はデフォルトでパブリックなので，可視記号は使用しない。

1.4 の仕様書の¶3.43 を参照すること。 

6.2.3.1  オープンなダイヤモ スタンスが集合クラス内で

ローズドなダイヤモンド修飾は，ターゲットインスタンスが多くてもひとつの複合クラスに属しているこ

／複合記号の部分全体における意味は，本仕様では重要ではない。詳細については，

3.43.2.5 および¶3.48 を参照すること。 

関連付けでの「順序付き」の制約は，集合内でターゲットインスタンスが現れる順序が意味論的に重要

述される。詳細については，UML 1.
こと。 

6.2.3.3  「XOR」の制約

とつだけのインスタンスを

れ

表 1  関連付け表のフォーマット 

関連の役割名 定義 コメント 

   
 

6.2.4.1  関連の役割名 — 指定する関連付けの役割の名称。 

6.2.4.2   関連の機能や目的を記述する

6.2.4.3  コメント — 関連に関する任意の追加コメ トや注記。 

ために使用される表の

定義 — 。 

ン

6.2.5  属性表 — 次の表に，本仕様で定義されるクラスの属性の一覧を記述し，説明する

例を示す。 

表 2  属性表のフォーマット 

属性名 定義 形式 

  次のリストを参照 
 

6.2.5.1  形式 — 属性のデータタイプを定 。このカラムのデータタイプを記述するために使用される用語は，

義されているか，仕様の一部として記載される。SEMIのタイプ名の意味の定義に

し，説明するために使

用される表の例を示す。 

表 3  操作定義 

義する

SEMI Compilation of Termsで定

ついては，用語集を参照すること。 

6.2.6  操作定義表 — 次の表に，本仕様で定義されるインタフェース操作の一覧を記述

操作 説明 タイプ 要求者／送信者 応答者／受信者 

  次のリストを参照   
 

6.2.6.1  操作 — 操作の名称を指定する。 

6.2.6.2  タイプ — 操作メッセージのアプリケーションを指定する。本仕様では，要求-応答（RR）および，送り切り

（FF：Fire-and-Forget）のアプリケーションのみが使用される。要求-応答メッセージは，発信者と受信者が関わるメッ
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送り，受信者は発信者

の要求に対する単一の応答を送り返す。送り切り（FF）は，送信者と受信者が関わるメッセージである。送り切

関連する応答を送り返

し，FFのアプリケー

どちらかである。 

Rのアプリケーションについては要求に応答するエンティティを識別し，FFのアプリ

ケーションについてはメッセージを受信するエンティティを識別する。「消費者」または「装置」のどちらかである。  

6.2.7 操作の引数定義表 — 次の表に，本仕様で定義されるインタフェースの操作の引数の一覧を記述し，説

明するために使用される表の例を示す。 

り（FF）の交換においては,発信者が受信者に単一のメッセージを送り，受信者は発信者に

さない。 

6.2.6.3  要求者／送信者 — RRのアプリケーションについては要求を行うエンティティを識別

ションについてはメッセージを送信するエンティティを識別する。「消費者」または「装置」の

6.2.6.4  応答者／受信者 — R

  

表 4  操作の引数定義  

引数 説明 種類 形式 

  次のリストを参照 次のリストを参照 
 

6.2.7.1  引数 — 引数の名称を指定する。 

6.2.7.2  種類 — 引数が操作に対する「入力」，「出力」，「エラー」の引数の何れかを示す。「エラー」の引数は常に

「出力」の引数として機能するが，操作が正しく完了しなかったことを示す。操作によって返される可能性があるす

のエラーがこれらの表に一覧表示される。特に指定がない限り，操作の 1 回の実行で一覧表示されたエラー

ができる。 

用される用語は，SEMI 
名の意味の定義につ

景 

7.1  装置データ収集 

7.1.1  製造装置は，その装置が意図された機能を実行するために，相互に動作する何百あるいは何千ものコン

ポーネントから構成されることがある。そのような装置が生成し得る情報の量および装置ユーザによってプロセス制

御やその他のアプリケーションに使用されるデータの違いによって，装置のすべてのデータを常時装置外に送信

したり，各装置について利用可能とするためにデータの固定された集合に一致させることは現実的ではない。従っ

て，消費者が対象とするデータを消費者が動的に定義できるように装置がサポートできることが重要である（図 2 を

参照）。 
 

べて

のどれかを返すこと

6.2.7.3  形式 — 引数のデータ型を定義する。この列内のデータ型を記述するために使

Compilation of Termsで定義されている，あるいは仕様の一部として記載される。SEMIの型

いては，用語集を参照すること。 

7  背

 

Wafer Handling 
Subsystem

Pump Subsystem

Mass Flow 
Controller

…others…

Equipment

Requested Data

Consumer

 
図 2 

消費者はツール外に送信しなければならないデータを指定する 

 7 E134-0310 
 

Full document details: SEMI E134-0310 (Japanese)

http://www.avadocuments.com/doc/semi-e134-0310-japanese
http://www.avadocuments.com/doc/semi-e134-0310-japanese


 

7.1.2  消費者が対象とする特定のデータを宣言することに加え，さまざまな消費者はツ

ばならないデータの許容可能な待ち時間について異なる要求条件がある。例えば，ある消

ために複数のプロセス変数の軌跡を監視している場合には，その消費者は装置がそのデー

ほとんど同じ速度でそのデータをツール外で利用可能にする必要がある（図

ール外に報告しなけれ

費者が暴走を検出する

タを生成できる速度と

3 を参照）。ある消費者が後で診断

するために低レベルのセンサ／アクチュエータの動作を監視している場合には，このデータのすべてを生成される

たびに送信せずに，ツール上にバッファリングして定期的に送信するのが望ましい（図 4 を参照）。 
 

Time

Sampling Window
(End)

Sampling Window
(Start)

Sampling Window

 
図 3 

バッファなしのデータ送信 
 
 

 

Sampling Window

Switch N

Time

Switch 1

Buffering

buffering

B ntervaluffer I
Begin

Buffer Interval
End

Sampling Window
(Start) Sampling Window

(End)

Send all buffered data 
in one message

 
図 4 

バッファありのデータ送信 
 

7.1.3  単一のツールが，これらの異なるタイプのデータ収集を同時に対象とする複数の消費者を有することはよ

くあることなので，関連データのグループを単位として管理する方法によって，消費者はデータの送信を容易に定

義，有効化，無効化できる。この構成の例を図 5 に示す。 
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Parameter A

Event A

Event B

Exception A

Exception B

Exception C

Parameter B
Parameter C

Parameter D

Parameter F
Parameter G

Utilization Data Collection Plan

DCP 
= 5 minutes
Buffering Interval 

Trace A

Exception J

Exception B

Parameter L

Parameter X

Parameter T

Parameter A
Event ZParameter B

Parameter C

DCP Bu ering 
Interval = disabled

ff

Process Data Collection Plan

 

を複数の消費者が送

することがあり得る。それが発生しつつあることを装置が検出すると，装置は消費者に性能のしきい値に達しつ

調整するあるいは無効にす

によってこれらの警告に応答できる。最悪の場合，性能が低下した状態で動作を継続すると本来の機能を実

危機に陥る可能性があると装置が判断した場合は，装置はすべてのデータ収集動作を停止

説明する。 

ファリングポリシーに従

ール外に送信するように装置に要求できる。本仕様でサポートされるデータのタイプにつ

さ，個別のアクチュエータ

，常に変化しているあるいは頻繁に変化しているデータ値の収集を 本文書では，トレー

スで収集する変数を指定するメカニズムを定義す

，トレースを開始するタイミングを指定するメカニズムを定義する（¶11.1.5.6 を参照）。 

 有効になったら直ちに 

11.1.5.7 を参照）。 

 可能なイベントおよび例外の集合内の特定のイベントや例外の発生時 

 指定された数の収集結果が蓄積された後 

 無効になったら直ちに 

8.2.4  本仕様では，トレースデータ収集に含まれるべきパラメータを識別するメカニズムを定義する（¶11.1.9 を

参照）。消費者は，装置によってサポートされる任意の名前付け表記法を，その表記法がテキストフィールドとして

表現されるパラメータソースの概念およびパラメータ名をサポートできるという条件の下で使用できる。 

8.2.5  本仕様では，ツール上のバッファリングのメカニズムを定義し，これによって周期的にツール外に送信

する多数の収集結果を格納したトレース報告が可能になる（§11.1.2.3 および§11.1.5.3 を参照）。 

図 5 
異なる目的によるデータ収集スキーム 

 

7.1.4  同時に実行すると装置の計算リソースに著しく負荷をかける複数のデータ収集要求

信

つあることを警告しなければならない。消費者は，そのアクティブなデータ収集要求を

ること

行する能力が重大な

できる。 

7.1.5  本仕様では，装置のこれらの機能を用意にするために必要な概念と挙動について

8  概要 

8.1  データ収集の概念 

8.1.1  本仕様により，消費者はそれが対象とするデータを記述し，消費者が指定したバッ

ってそのデータだけをツ

いて次の各項で説明する。 

8.2  トレースデータ 

8.2.1  トレースデータにより，データ取得消費者は，圧力，温度，RF電力，磁界の大き

の状態変化等 要求できる。

スデータ収集を開始，終了するタイミング，収集の頻度，トレー

る（¶11.1.5 を参照）。 

8.2.2  本仕様では

 可能なイベントおよび例外の集合内の特定のイベントや例外の発生時  



8.2.3  本仕様では，トレースを終了するタイミングを指定するメカニズムを定義する（¶
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8.3  イベント 

8.3.1  イベントによって，データ取得消費者はサブシステム，プロセスジョブ，センサ／ア

モデリングされたシステムが状態遷移をうけるタイミングを決定できる。イベントは，イベント

るデータ変数を持つことができる。そのような変数は，圧力，温度，

クチュエータ，その他の

の発生に関連付けられ

電圧，ジョブ関連のデータのようなコンテキスト

トが通信された時にそ

ータを識別するためのメカニズ

記法がイベントソースと

，およびパラメータソースとパラメ

使用でき，それぞれはテキストフィールドとして表現される（¶11.1.3 および§14.1.3 を参照）。 

定義し，これによって指

3 を参照）。 

タイミングを知ることがで

例外は，例外の発

，装置の実装によって固定される。 

，データ収集に含まれなければならない例外を識別するメカニズムを定義する。消費者は，

Dの概念をサポートでき

び§14.1.4 を参照）。 

義し，これによって指定

生するすべての例外をツール外に定期的に報告できる（§11.1.2.3 を参照）。 

連トレースデ―タ，イベ

えば，装置の稼働率のトラッキングを対象とする消費者は，装置がどのよう

せる可能性がある特定

プランは，装置の稼働

ロセス実行のトレースデータ，イベントデータ，例外データを対象と

されたデータを変更できる。そのようなデータ収集プランは，装置に関する特定の

との調整は，

複数のデータ収集プランを定義し，それらの定義を装置

に送るためのメカニズムを定義する（¶9.1.2.2 および§11 を参照）。本文書では，装置について作成されている

プラン，それらの定義，それらが起動されているか否かを決定するメカニズムを指定する（¶9.1.2.3，¶9.1.2.4，¶

9.1.2.6 を参照）。個別のプランを起動，停止，削除するメカニズムも指定する（¶9.1.2.5，¶9.1.2.7，¶9.1.2.8 を参

照）。データ収集プランの必要な挙動は，§12 で指定する。 

8.6  装置の動作性能のモニタリング 

8.6.1  消費者は，動作中のジョブによる負荷に加え，一緒に実行すると装置の計算リソースに大きな負荷を与え

るデータ収集要求を送ることがある。本文書では，そのような状態が検出されるとすべてのDCP消費者に通知して

その時に進行中であるDCPとジョブを判別し，装置で悪影響が及んでいるコンポーネントが何れであるかを特定す

るメカニズムを定義する（¶9.1.2.11，§13，¶15.2.5，¶15.2.6 を参照）。 

データ，レシピID，装置構成，オフセット値を含むことができる。代表的な消費者は，イベン

のイベントによって提供されなければならない変数を指定できる必要がある。 

8.3.2  本仕様では，データ収集に含めなければならないイベントおよびパラメ

ムを定義する。消費者は，装置によってサポートされる任意の名前付け表記法を，その表

イベントIDの概念およびパラメータ名をサポートできるという条件の下で使用でき

ータ名を

8.3.3  本仕様では，ツール上でのイベントのバッファリングをサポートするメカニズムを

定された期間中に発生するすべてのイベントをツール外に定期的に報告できる（§11.1.2.

8.4  例外 

8.4.1  例外によって，データ取得消費者は，装置でエラー，警告，アラームが発生した

きる。これらによって，装置のプロセス，安全，正しい動作に影響する状態を示すことができる。

生に関連付けられるデータ変数を持つことができる。これらの変数のリストは

8.4.2  本仕様では

装置によってサポートされる任意の名前付け表記法を，その表記法が例外ソースと例外I
るという条件の下で使用でき，それぞれはテキストフィールドとして表現される（¶11.1.4 およ

8.4.3  本仕様では，例外のツール上でのバッファリングをサポートするメカニズムを定

された期間中に発

8.5  データ収集プラン 

8.5.1  データ収集プランは，特定の消費者の目的に必要となる可能性があるすべての関

ントデータ，例外データを結集する。例

に動作しているかを示す装置のアクションをマークする特定のイベントおよび装置を中断さ

の例外のみを対象とし，トレースデータは対象としないようにできる。そのようなデータ収集

中，常時有効にできる。 

8.5.2  フォールト検出の消費者は，特定のプ

し，使用するレシピによって収集

ジョブがプロセス中の場合のみ有効にできる。装置に関するジョブの動作とデータ収集プランの動作

消費者の責任であって，本文書では指定しない。 

8.5.3  本文書では，消費者がツール外でひとつまたは
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8.7  特別データ要求 

8.7.1  特定のインスタンスでの何らかのデータ項目が所定の時間に必要である場合に

用され，これは特定のイベントや例外と関連付けることはできない。単純な例として，装置の

プリケーションを考える。そのようなアプリケーションは，装置についてモニタされる各コンポ

を決定する動作を含む初期化手順を持つことができる。初期化時に

は特別データ要求が使

稼働率をモニタするア

ーネントの現在の状態

この情報を要求するメカニズムがなければ，

たなければならない。ア

に注意を向けるために

る場合には，このことは許容できない可能性がある。 

DataCollectionManagerインタフェースのGetObjectInstanceIdsおよびGetParameterValueの

ートするために消費者がデータの特別要求を発光するためのメカニズムを

9  データ収集プランの管理 

9.1  DataCollectionManagerイン

9.1.1  図 6 に，装置に ータ収集プランを管理し，特定のデータの特別要求を行い，装置に関する現在

の性能状態を決定するた ンタフェースを示す。 
 

 
図 6 

データ収集管理インタフェース 
 

DataCollectionManager — DataCollectionManagerインタフ 費者に装置のデータ収集活動を

提供，起動， 定義されたプラ

る。またD は，特別なオンデマンドの

をも要求す

taCollection

表 5  DataCollectionManager の動作の定義 

アプリケーションがそれらの状態を決定するには各コンポーネントの状態変化イベントを待

プリケーションがエンドユーザに装置を視覚化して表示し，そのエンドユーザが装置の問題

そのアプリケーションに頼ってい

8.7.2  本文書では，

動作により，これらの使用方法をサポ

指定する（¶9.1.2.9 と¶9.1.2.10 を参照）。 

タフェース 

関するデ

めに使用するイ

9.1.2  ェースは，消

管理する操作を提供する。インタフェースにより消費者は新たなDCPを 停止，参照し，

ンを削除す ataCollectionManagerインタフェース データのみならず，現在の装

置の状態 る操作を提供する。 

9.1.2.1 Da Managerの動作 

操作 説明 タイプ 要求者／ 
送信者 

応答者／
受信者 

DefinePlan 装置に新しいプランの定義を送り，検証する。 RR 消費者 装置 

GetDefinedPlanIds 装置が既知の有効なすべての DCPid のリストを取り出す。 RR 消費者 装置 

GetPlanDefinition 特定の DCP の定義を取り出す。 RR 消費者 装置 

ActivatePlan 定義された DCP を起動する。 RR 消費者 装置 

GetActivePlanIds 現在アクティブなすべての DCP のリストを取り出す。 RR 消費者 装置 

DeactivatePlan アクティブな DCP を無効にする。 RR 消費者 装置 

DefinePlan()
GetDefinedPlanIds()
GetPlanDefinition()
ActivatePlan()
GetActivePlanIds()

DeletePlan()

rrentDateTime()

DeactivatePlan()

GetParameterValues()
GetObjTypesInstanceIds()
GetCurrentPerformanceStatus()
GetCu

<<interface>>
DataCollectionManager
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操作 説明  要求者／ 
送信者 

応答者／
受信者 

タイプ

DeletePlan DCP を削除する。 RR 消費者 装置 

GetParameterValues ひとつまたは複数のパラメータの最も直近の値を取り出す。 RR 消費者 装置 

GetObjTypeInstanceId SEMI E39 ObjType 意な タ

ンス id の現在のリストを取り出す。 
消費者 装置 s ひとつまたは複数の の一 インス RR 

GetCurrentPerformanceStatus 最も直近の装置性能状態を取り出す。 RR 消費者 装置 

GetCurrentDateTime 装置の現在日時を取り出す。 RR 消費者 装置 

 

9.1.2.2  DefinePlan — この要求を受信すると，装置は先ず，消費者が新しいDCPを定義す

を参照）を有しているかを検証しなければならない。それを有していれば，装置はプラン名

るに十分な権限（§10
の一意性および参照さ

定義できるプ

記述を返し（DCP
の定義で起こり得る問題の記述については，¶9.1.2.2.７を参照），装置についてそのプランを定義してはならない。 

サプライヤによって文書

功しなかったことを示す

ラーと人間が読むことのできる理由の説明を返さなければならない。これらのエラーに対応するメカ

に提供される実装マッピングに十分に記述されなければならない。 

ンに問題がなければ，装置はプランの定義が提出された日付と時刻およびそのプランを送

った消費者のidを記録しなければならない。装置は，この情報およびプランの定義を不揮発性メモリに保存しなけ

ならな CP要求が提出され ように正当なものでなけ

ればならない。 

9.1.2.2.4  D

表 6  Defin

れるすべてのイベント，例外，パラメータ，トレース報告の存在と正当性について検証する。装置は，

ランの数にあらかじめ決まった制限を設けてはならない。 

9.1.2.2.1  送られたプランに問題がある場合は，装置はそのプランで検出されたすべての問題の

9.1.2.2.2  利用可能な保存容量の制約により強いられるハード上の制限については，装置

化されなければならない。稼動時にそのような制限が発生した場合，装置はDCP定義が成

装置定義のエ

ニズムは，本スタンダード

9.1.2.2.3  送られたプラ

れば い。その後は，D たプランをidフィールドによって参照できる

efinePlanの操作引数 

ePlan の引数の定義 

引数 説明 種類 形式 

newPlan 新しい DCP の定義。 in タイプ DataCollectionPlan の構造化データ。¶11.1.2 で

説明。 

planDefined 新しい DCP 定義がよく定式化され，正し

く，サポート可能であるという確認応答。 

out タイプ DCPDefined の構造化データ。¶9.1.2.2.5 で説明

。 

error DCP を提出する消費者に を定

義するに十分な権限

error タイプ UnauthorizedOperation の構造化データ。 
¶9.1.2.2.6 で説明。 

は，DCP
がない。 

error DCP 定義が無効である。 error タイプ InvalidPlan の構造化データ。¶9.1.2.2.7 で説明。
 

planId
name
timeDefined
definedBy
description

DCPDefined

 
図 7 

DCP 定義クラス 
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9.1.2.2.5  DCPDefined — このクラスは，装置について正しく定義されたDCPを記述する。 

の属性定義表 

 DCP

9.1.2.2.5.1  DCPDefined

表 7 Defined の属性定義 

属性名 定義 形式 

planId する。 装置について定義された DataCollectionPlan の id 属性と同じ。 定義される DCP を識別

name この DCP に対する消費者が定義した

（または，ビルトイン DCP
プライヤが定義した）人が

ollectionPlan の「name」
の場合はサ

読める形式

テキスト。装置上に定義されている DataC
属性に等しい。 

の名前。 

timeDefined DCP が元々定義された日 ルトインのプラン（¶11.1.2.1
ランが装置にインストール

ない。 

付と時刻。 ¶14.2 に従って形式化されたテキスト。ビ

を参照）については，このフィールドはプ

された日付と時刻と同じでなければなら

definedBy しいテキスト（¶

11.1.2.1 を参照）について

は，このフィールドは“urn:semi-org:equipment”の形式の URN でな

ければならない。この属性を使用して消費者を識別するための有

効な値は，本仕様との技術的なバインドを定義する任意の付属文

書により定義しなければならない。 

DCP を定義した消費者の ID。 アクションを取った消費者の有効な識別子と等

3.1.2，制限を参照）。ビルトインプラン（¶

description この DCP に対する消費者が定義した

（または，ビルトイン DCP の場合はサ

プライヤが定義した）人が読める形式

の説明。 

テキスト。装置上に定義されている DataCollectionPlan の

description 属性に等しい。 

 
 

description
requiredPrivilege

UnauthorizedOperation

 

on エラー 

9.1.2.2.6  UnauthorizedOperation — この 述する。 

9.1.2.2.6.1  UnauthorizedOperationの属

表 8  UnauthorizedOperation の属性定義 

図 8 
UnauthorizedOperati

 

クラスは，特定の操作に関連する認証エラーを記

性定義表 

属性名 定義 形式 

description エラーの説明。  操作名および元の要求に関連する重要なコンテキストがあればそ

の説明が記載されたテキスト。 

requiredPrivilege 操作に必要な権限名。 操作を実行するために消費者が処理しなければならない装置で定

義されている有効な権限名または識別子（§10 を参照）。この属性

を使用する有効な値は，本仕様との技術的なバインドを定義する

任意の付属文書により定義しなければならない。 
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sourceId
eventId
invalidSourceId
invalidEventId
notProducedBySource
isDuplicate

InvalidEventRequest

sourceId
exceptionId
severity
invalidSourceId
invalidExceptionId
invalidSeverity
notProducedBySource
isDuplicate

InvalidExceptionRequest

sourceId
parameterName

validParameterName
notProducedBySource
invalidContext

invalidSourceId
in

InvalidParameterRequest

traceId
duplicateId

InvalidTraceRequest

sourceId
itemId
invalidStartTrigger
invalidEventTrigger
invalidExceptionState
invalidSourceId
invalidItemId
notProducedBySource
isDuplicate

InvalidTrigger

needsStartTrigger
StopTriggerneeds

InvalidCycle

planId
description

InvalidPlan

1

invalidEvents

0..*

1

invalidExceptions 0..*

1

invalidParameters

0..*

1

invalidTriggers 0..*

1

invalidTraceRequests

0..*

1

invalidCycle

0..1

1

duplicatePlanId 0..1

DCPDefined
validInterval

InvalidInterval

1

invalidInterval 0..1

1

invalidParameters

0..*

 
図 9 

9.1.2.2.7  Inva このクラスは，提出されたDCPで検出されるすべてのエラーの全体的な説明を提供する。 

義表 

義  

InvalidPlan エラー 
 

lidPlan — 

9.1.2.2.7.1  InvalidPlanの属性定

表 9  InvalidPlan の属性定

属性名 定義 形式 

planId 効な DCP の識別子。 提出された DataCollectionPlan の id 属性と同じテキスト。有

description DCP が拒否された理由を記述した人間が テキスト。 
読める説明。 

 

9.1.2.2.7.2  InvalidPlanの関連付け定義表 

表 10  InvalidPlan の関連付け定義 

関連の役割名 定義 コメント 

invalidEvents ひとつまたは複数のエラーがあるイベント要

求のリスト。 
タイプ InvalidEventRequest の要素の順序なしのリスト。 
¶9.1.2.2.8 で説明。 

invalidExceptions ひとつまたは複数のエラーがある例外要求

のリスト。 
タイプ InvalidExceptionRequest の要素の順序なしのリス

ト。¶9.1.2.2.9 で説明。 

duplicatePlanId 同じ id 属性を有する既存のプランの記述。 タイプ DCPDefined の構造体。¶9.1.2.2.5 で説明。 

invalidTraceRequests ひとつまたは複数のエラーがあるトレース要

求のリスト。 
タイプ InvalidTraceRequest の要素の順序なしのリスト。 
¶9.1.2.2.11 で説明。 
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9.1.2.2.8  InvalidEventRequest — このクラスは，提出されたプランの定義内で要求されたイ

ーを記述する。イベント要求は次の場合に無効である。1) 装置がsourceIdを認識しない場

認

ベントで検出されたエラ

合，2) 装置がeventIdを

識しない場合，3) sourceIdとeventIdの両方が装置によって認識されるが，指定されたソースが要求されたイベン

複数のイベント要求内に同じソース／イベントの組み合わせがある場合。 

の属性定義表 

表 11 validEventRequest の属性定義 

トのソースではない場合，4) DCP内の

9.1.2.2.8.1  InvalidEventRequest

 In

属性名 定義 形式  

sourceId DCP 内で提供されている無効なイベン

sourc
ト

eId。 
要求の テキスト。 

eventId DCP 内で提供されている無効なイベント要求の eventId。 テキスト。 

invalidSourceId sourceId が装置によってサポートされる有効なソ

別するか否か。 
ースを識 ブーリアン。真である場合，識別されたソ

ースは認識されない。 

invalidEventId eventId が装置によってサポートされる有 ある場合，イベント id は

認識されない。 
効なイベントを識 ブーリアン。真で

別するか否か。 

notProducedBySource 識別されたソースが

否か。 
識別されたイベントのソースであるか ブーリアン。真である場合，ソースとイベン

ト id の両方が認識されるが，識別されたソ

ースは要求されたイベントを生成しない。 

isDuplicate 要求されたイ が DCP 内に複数個あるか否か。 ーリアン。 ベント ブ
 

9.1.2.2.8.2  In uestの関連付け定義表 validEventReq

表 12  InvalidEventRequest の関連付け定義 

関連の役割名 定義 コメント 

invalidParameters ひとつまたは複数の メータ要 タイプエラーがあるイベントのパラ

リスト。 
InvalidParameterRequest の要素の

順序なしのリスト。¶9.1.2.2.10 で説明。 求の
 

9.1.2.2.9  InvalidExceptionRequest — このクラスは，提出されたプランの定義内で要求された例外で検出されたエ

ラーを る。例外要求は次の に無効である。1) 装置がsourceId しない場合，2) 装置がexceptionId
識しない場合， と の両 よって認識されるが，指定されたソースが要求された

ソースで 5) DCP内の複数のイベント要求

同じ例外

9.1.2.2.9.1  InvalidExceptionRequestの属性定義表 

alid

記述す 場合 を認識

を認 3) sourceId exceptionId 方が装置に

例外の はない場合，4) 要求された重大度がサポートされていない場合，

内に 判定基準がある場合。 

表 13  Inv ExceptionRequest の属性定義 

属性名 形式  定義 

sourceId DCP 内で提供されている無効な例外要求の sourceId。 テキスト。 

exceptionId DCP 内で提供されている無効な例外要求の eventId。 テキスト。 

severity DCP 内で提供されている無効な例外要求の重大度。 テキスト。値は，SEMIE125 に定義された

例外クラスの severity 属性に対して定義さ

れた列挙型テキストの 1 つに一致しなけれ

ばならない。 

invalidSourceId sourceId が装置によってサポートされる有効なソースを識

別するか否か。 
ブーリアン。真である場合，識別されたソ

ースは認識されない。 

invalidExceptionId exceptionId が装置によってサポートされる有効な例外を

識別するか否か。 
ブーリアン。真である場合，例外 id は認識

されない。 

invalidSeverity 指定された重大度が装置によって認識されるか否か。 ブーリアン。真である場合，重大度は認識

されない。 
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属性名 形式 定義 

notProducedBySource 識別されたソースが識別された例外のソ

か。 
ある場合，ソースと例外 id
れるが，識別されたソース

 

ースであるか否 ブーリアン。真で

の両方が認識さ

は要求された例外を生成しない。

isDuplicate DCP 内の複数の例外要求内に同じ例外判定基準がある

か否か。 
ブーリアン。 

 

9.1.2.2.10  InvalidParameterRequest — このクラスは，提出されたプランの定義内で要求さ

れたエラーを記述する。パラメータは，イベントまたはトレース要求の一部として要求する。

場合に無効である。1) 装置がsourceIdを認識しない場合，2) 装置がparameterName
sourceIdとparameterNameの両方が装置によって認識されるが，指定されたソースが要求さ

ではない

れたパラメータで検出さ

パラメータ要求は次の

を認識しない場合，3) 
れたパラメータのソース

場合，4) パラメータは指定されたソースによって生成されるがa) 装置が，対応するイベント要求によるパ

はb) 装置が，トレース要求内にこのパラメータを含めることをサポートし

9.1 .1  InvalidParameterReq の属性定義表 

alidPara 義 

ラメータの報告をサポートしない場合，また

ない場合。 

.2.2.10 uest

表 14  Inv meterRequest の属性定

属性名 形式  定義 

sourceId 要求されたパラメータの sourceId。 テキスト。 

parameterNam メータの名前。 スト。 e 要求されたパラ テキ

invalidSourceId sourceId が装置によってサポートされる アン。真である場合，識別されたソ

ない。 
有効なソースを識 ブーリ

別するか否か。 ースは認識され

invalidParamet
e 

parameterName が装置によってサポート

メータを識別するか否か。 
ある場合，識別されたパ

 

erNam される有効なパラ ブーリアン。真で

ラメータは認識されない。

notProducedBySource 識別されたソースが要求された例外のソースであるか否

か。 
ブーリアン。真で

れたパラメータを

ある場合，ソースは要求さ

提供しない。 

invalidContext 要求されたパラメータが要求されたコンテキスト内にある

か否か。 
ブーリアン。真で

されたイベ

ある場合，装置は，要求

ントによる報告やトレース要求に

パラメータを含めることをサポートしない。 
 

9.1.2.2.11  InvalidTraceRequest — このクラスは，提出されたプランの定義内の要求されたトレースで検出されたエ

ラーを記述する。トレース要求は次の場合に無効である。1) 同じDCP内の複数のTraceRequest内に同じトレースid
がある場合，2) TraceRequestに無効 ParameterRequestが含まれている場合，3) TraceRequestが，無効な起動／

リガーを ガーサイクルを指定している場合，5) 
が， 隔を指

9.1.2.2.11.1  InvalidTraceRequestの属性定義表 

表 15  InvalidTraceRequest の属性定義 

な

停止ト

TraceRequest
指定している場合，4) TraceRequestが，無効なトリ

装置によってサポートできない間 定している場合。 

属性名 定義 形式 

traceId DCP 内で提供されている無効なトレース要求の traceId。 整数。 

duplicateId 同じトレース id が複数あるか否か。 ブーリアン。真である場合，同じ DCP 内に

複数のトレース id がある。 
 

E134-0310 16 
 

Full document details: SEMI E134-0310 (Japanese)

http://www.avadocuments.com/doc/semi-e134-0310-japanese
http://www.avadocuments.com/doc/semi-e134-0310-japanese


 

9.1.2.2.11.2  InvalidTraceRequestの関連付け定義表 

表 lidTraceRequest の関連付け定義  16  Inva

関連の役割 定義 コメント 名 

invalidParamete 数のエラーがあるト idParameterRequest のゼロ個以上の

ト。¶9.1.2.2.10 で説明。 

rs ひとつまたは複 レース要求のパ タイプ Inval
ラメータ要求のリスト。 要素の順序なしのリス

invalidTriggers ひとつまたは複数のエラーがあるト タイプ InvalidTrigger のゼロ個以上の要素の順

.2.12 で説明。 
レース要求の起

動／停止トリガーのリスト。 序なしのリスト。¶9.1.2

invalidInterval サポートできないトレース間隔を示す。 タイプ InvalidInterval のゼロまたは 1 個の要素。

¶9.1.2.2.13 で説明。 

invalidCycle トレース要求に無効なサイクルが含まれていること

を示す。 
タイプ InvalidCycle の

¶9.1.2.2.14 で説明。 
ゼロまたは 1 個の要素。

 

9.1.2.2.12  InvalidTri
されたエラーを記述する。トリガーは次

gger — このクラスは，提出されたプランの定義内のトレースの要求された起動／停止で検出

の場合に無効である。1) 装置がsourceIdを認識しない場合，2) 装置が

を認識しない場合， 3) sourceIdとeventIdまたはexceptionIdの両方が装置によって認識さ

れるが，指定されたソースが要求さ ントまたは例外のソースではない場合，4) 同じトレース要求内で同じ

が複数ある，あるいは同 で同 トリガーが複数ある場合。 

In

eventIdまたはexceptionId
れたイベ

起動トリガー じトレース要求内

validTriggerの属性定義表 

じ停止

9.1.2.2.12.1  

表 17  InvalidTrigger の属性定義 

属性名  形式 定義

invalidStartTrig 動トリガーに問題があるか否か。偽の場合は，起 ブーリアン。 ger 起

動トリガーに問題があることを示す。 

invalidEventTri

ーに問題があることを示す

gger イベントトリガーに問題があるか否か。偽の場合は，

例外トリガ 。 
ブーリアン。 

invalidExceptionState 要求された例外状態が，その例外に

ていない。 
対して定義され ブーリアン。 

sourceId DCP 内で提供されている無効なトリガーの

sourceId。 
テキスト。 

itemId で提供されている無効なトリガーの eventId ま

たは exceptionId。 
テキスト。 DCP 内

invalidSourceId sourceId が装置によってサポートされる有効なソース

を識別するか否か。 
ブーリアン。真である場合，識別されたソース

は認識されない。 

invalidItemId eventId または exceptionId が装置によってサポートさ

れる有効なイベントまたは例外を識別するか否か。 
ブーリアン。真である場合，識別されたイベント

または例外は認識されない。 

notProducedBySource 識別されたソースが要求されたイベントまたは例外の

ソースであるか否か。 
ブーリアン。真である場合，ソースは要求され

た例外やイベントを生成しない。 

isDuplicate 同じトリガーが起動トリガーまたは停止トリガーとして

複数あるか否か。 
ブーリアン。 

 

9.1.2.2.13  InvalidInterval — このクラスは，提出されたプランの定義内の要求されたトレース間隔で検出されたエ

ラーを記述する。装置が要求されたパラメータを要求された頻度で収集できない場合，トレース間隔は無効である。

エラーにより，装置によってサポートできる最も近い有効なトレース間隔を返す。 
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9.1.2.2.13.1  InvalidIntervalの属性定義表 

表 InvalidInterval の属性定義  18  

属性名 定義 形式 

validInterval 要求されたトレース間隔に最も近い有効なトレース間隔を秒で表した値。 浮動小数点。 
 

9.1.2.2.14  InvalidCycle — このクラスは，提出されたプランの定義内のサイクルトレース要求で検出されたエラーを

記述する。TraceRequestの ‘isCyclical’ 属性（¶11.1.5 を参照）が真であるが，起動トリガーと停止トリガーの両方を

イクルは無効である。 

  InvalidCycleの属性定義表 

含まない場合，トレースサ

9.1.2.2.14.1

表 19  InvalidCycle の属性定義 

属性名 定義 形式 

needsStartTrigger TraceRequest に起動トリガーがないか否か。 ブーリアン。 

needsStopTrigger TraceRequest に停止トリガーがないか否か。 ブーリアン。 
 

この要求を受信すると，装置は，消費者がアクセス可能な現在定義されているすべ

てのデータ収集プランのid 10 を参照），それらが定義された時刻，それらを定義した消費者のidを返さなけれ

い ばならない。 

1.2.3.1  G

表 20  GetDefinedPlanIds の引数定義 

9.1.2.3  GetDefinedPlanIds — 
（§

ばならな 。消費者に十分な権限がない場合（§10 を参照），装置はエラーを返さなけれ

9. etDefinedPlanIdsの操作引数 

引数 説明 種類 形式 

definedPlans 消費者に可視である定義されたプランのリス

ト。 
出力 タイプ DCPDefined の順序なしの構造化データ。

¶9.1.2.2.5 で説明。 

error 消費者には，定義されたプラン id のリストを

十分な権限がない。 
エラー タイプ UnauthorizedOperation の構造体。 

¶9.1.2.2.6 で説明。 取り出すに
 

9.1.   GetPlanDefinition この要求を受信すると，装置は，要求されたプランの定義を装置に元々提出された

りに消費 らない。 

9.1.2.4.1  消費者に要求されたDCP定義にアクセ るに十分な権限がなければ（§10 を参照），装置は

nauthoriz

1.2.4.2  G

表 21  GetPlanDefinition の引数定義 

2.4  — 
とお 者に返さなければな

スす

U edOperationのエラーを返さなければならない。 

9. etPlanDefinitionの操作引数 

引数 説明 種類 形式 

planId 要求されたプランの識別子。 in 有効な DCP の id と等しいテキスト。 

planDefinition 要求されたプランの定義。 out タイプ DataCollectionPlan の構造体。¶11.1 で説

明。 

error DCP を提出する消費者は，要求された DCP
を取り出すに十分な権限がない。 

error タイプ UnauthorizedOperation の構造体。 
¶9.1.2.2.6 で説明。 

error 装置が要求された planId を認識しない。 error タイプ NoSuchPlan の構造体。¶9.1.2.4.3 で説明。 
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planId

NoSuchPlan

 
図 10 

NoSuchPlan のエラー 

 このクラスは，認識できないDCPのidを示すエラーを記述する。 

4  NoSuchPlanの属性定義表 

表 22  NoSuchPlan の属性定義 

 

9.1.2.4.3  NoSuchPlan —

9.1.2.4.

属性名 定義 形式 

planId 認識できない planId。 Text 
 

9.1.2.5  ActivatePlan — この要求を受信すると，装置は，DCPで指定されているバッファリングポ

すべてのDCPイベント，例外，トレースデータ収集の報告を消費者に送信し始めなければ

者が起動できるDCPの数にあらかじめ決まった制限を設けてはならない。装置は，同じDC
数にあらかじめ決まった制限を設けてはならない（¶

リシーに従って，

ならない。装置は，消費

Pを起動できる消費者の

12.1，表 45，遷移 4 を参照）。この操作は，DCPを起動できる

る制限によって発生す

ればならない。稼動時

は消費者のDCP活動を処理するために§13 に定義される装置動作性能

5.2  装置は，要求されたDC のDCPが有効になるようにしなければならない（¶

ばならず，そのDCPを

消費者が十分な権限を有する場合（§10 を参照），装置はいかなる理

含む）DCPの起動を妨げてはならない。内部通信障害が発生した場合に必要な

挙動については，¶12.2.2 を参照すること。 

9.1.2.5.3  消費者が要求されたDCPを起動するに十分な権限を有していない場合（§10 を参照），装置は

Un thorizedOperation  

求 対 を返すことによって，同じ

消費者からの重複した要求に応答しなければならないが，その他のアクションはとってはならない。装置は，同じ

費者

1.2.5.

表 23  A  

唯一の手段である。 

9.1.2.5.1  利用可能な装置のプロセス能力やネットワークインタフェースの回線容量に関す

る対応可能なDCP活動の制限については，すべて装置サプライヤによって文書化されなけ

にそのような制限が発生した場合，装置

のモニタリングメッセージと挙動を使用しなければならない。 

9.1.2. Pが起動される時点でそ

9.1.2.2.7 を参照）。起動時にDCPが有効でない場合，装置はInvalidPlanエラーを返さなけれ

起動してはならない。DCPが有効であって

由があっても（内部通信の障害も

au のエラーを返さなければならない。

9.1.2.5.4  装置は，消費者の元の起動要 に 応するDCPActivated情報を含むエラー

消 に対して，DCPを複数回起動してはならない。 

9. 5  ActivatePlanの操作引数 

ctivatePlan の引数定義

引 説明 種類 形式 数 

planId 要求されたプランの識別子。 in 有効な DCP の id に等しいテキスト。 

activatedPlan 要求されたプランが起動されたことの確認。 out タイプ DCPActivated の構造化データ。¶9.1.2.8.4 で説

明。 

error DCP を提出する消費者は，要求された DCP
を起動するに十分な権限を有していない。 

error タイプ UnauthorizedOperation の構造化データ。 
¶9.1.2.2.6 で説明。 

error 装置は，要求された planId を認識しない。 error タイプ NoSuchPlan の構造化データ。¶9.1.2.4.3 で説明。

error 要求された DCP は無効である。このことはメ

タデータの改訂で起こりえる。 

error タイプ InvalidPlan の構造化データ。¶9.1.2.2.7 で説明。 

error 要求する消費者は，以前に同じ DCP を起動

した。 

error タイプ DCPIsActive の構造化データ。¶9.1.2.8.3 で説明

。 
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